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平
成
31
年
度（
２
０
１
９

年
度
）は
、大
き
な
節
目
の
年

で
あ
り
ま
す
。
５
月
か
ら
元

号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」に

変
わ
り
、国
内
で
は
、来
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

熊
本
県
で
も
、秋
に
開
催

さ
れ
る
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
世
界
選
手
権
大
会
や
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

な
ど
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、４
月
に
は
県
議
会

議
員
や
市
町
村
長
、市
町
村

議
会
議
員
の
統
一
地
方
選
挙

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、７
月

に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、本
年
で

村
制
施
行
１
３
０
周
年
を

迎
え
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

後
世
に
残
す
た
め
、記
念
誌

の
作
成
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
、関
係
者
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
発
刊
へ
の

準
備
も
整
い
ま
し
た
の
で
、

近
く
皆
様
に
お
届
け
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、村
の
総
合
計
画
で

あ
り
ま
す
基
本
構
想
や
基
本

計
画
は
昨
年
度
に
策
定
し
て

お
り
、本
年
は
、そ
の
初
年
度

と
な
り
ま
す
。

　

構
想
の
骨
子
は
、人
口
減

少
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
村
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
21
年
度
か
ら

県
と
と
も
に
進
め
て
お
り
ま

し
た「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ

く
り
計
画
」が
平
成
30
年
度

に
終
了
致
し
て
お
り
ま
す

が
、村
の
振
興
は
道
半
ば
で

あ
り
、県
の
支
援
を
継
続
さ

れ
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

村
議
会
で
は
県
知
事
及
び

県
議
会
へ
村
の
基
盤
整
備
等

と
と
も
に
、こ
の「
ふ
る
さ
と

五
木
村
づ
く
り
計
画
」の
継

続
を
要
望
さ
れ
、ま
た
、地
元

選
出
の
県
議
会
議
員
の
皆
様

に
は
、五
木
村
に
対
す
る
県

の
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

ご
理
解
頂
き
、積
極
的
な
活

動
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、本
年
度
か
ら

５
年
間
は
引
き
続
き
、村
・
県

と
の
共
同
で「
ふ
る
さ
と
五

木
村
づ
く
り
計
画
」を
策
定

し
、振
興
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

計
画
の
主
な
内
容
は
、移

住
・
定
住
の
促
進
や
子
育
て

支
援
を
中
心
と
す
る
ソ
フ
ト

事
業
で
、県
か
ら
の
財
政
支

援
は
総
額
３
億
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、基
盤
整
備
事
業
で

は
国
道
４
４
５
号
九
折
瀬
地

区
の
改
良
事
業
が
引
き
続
き

県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、橋

梁
は
両
岸
の
橋
台
が
完
成
し

て
お
り
、橋
梁
本
体
に
つ
い

て
も
発
注
さ
れ
る
な
ど
、順

次
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、村
道
神
屋
敷
線（
旧

国
道
４
４
５
号
）の
整
備
は

県
代
行
事
業
に
て
進
め
ら
れ

て
お
り
、本
年
は
橋
梁
の
架

設
や
法
面
の
安
全
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　

林
道
で
は
八
重
線
が
昨
年

度
完
成
し
、瀬
目
下
谷
線
は

県
営
事
業
に
て
開
設
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、下
谷
地
区
の

一
部
の
区
間
が
完
成
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、村
の
主
産
業
で
あ

り
ま
す
林
業
へ
の
新
規
就
労

が
期
待
出
来
ま
す
林
業
大
学

県
南
校
が
４
月
１
日
か
ら
本

村
を
拠
点
に
開
校
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、本
村
の
木
材
素
材

は
現
在
、丸
太
の
状
態
で
流

通
し
て
お
り
ま
す
が
、今
後

の
素
材
生
産
拡
大
を
想
定

し
、製
材
品
等
の
流
通
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

こ
と
と
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
国
よ
り
各
自

治
体
に
対
し
て
森
林
環
境
譲

与
税
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、一
方

で
森
林
管
理
法
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
林
地
台
帳
の

作
成
や
民
有
林
の
適
正
な
森

林
管
理
が
求
め
ら
れ
る
も
の

で
、法
に
基
づ
く
施
行
体
制

を
整
え
、村
内
各
地
区
で
の

座
談
会
等
を
開
催
し
、趣
旨

の
説
明
等
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、引
き
続
き
移

住
・
定
住
の
促
進
や
各
種
子

育
て
支
援
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、健
康
上
不
安
が

あ
る
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
高

齢
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
整
備
の
た
め
、高

齢
者
住
宅
の
建
設
に
向
け
た

基
本
設
計
の
策
定
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
、住
宅
が
不

足
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら

４
戸
分
の
村
営
住
宅
の
建
設

を
頭
地
地
内
に
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

水
没
予
定
地
の
活
用
で

は
、本
年
度
か
ら
元
五
木
東

小
学
校
跡
地
を
中
心
に
森
の

遊
び
場
、宿
泊
棟
等
が
完
成

し
、（
株
）子
守
唄
の
里
五
木

を
指
定
管
理
者
と
し
て
業
務

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
没
予
定
地
の
利
活
用

は
、ダ
ム
建
設
に
伴
い
国
交

省
が
取
得
し
た
土
地
に
つ
い

て
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も

の
に
つ
い
て
は
、そ
の
用
地

の
占
用
を
国
交
省
が
許
可

し
、ま
た
、そ
の
用
地
の
占
用

料
に
つ
い
て
は
県
が
免
除
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
こ
れ
に
基
づ
い

て
、水
没
予
定
地
利
活
用
計

画
の
基
本
構
想
を
策
定
し

て
お
り
、こ
れ
ま
で
西
部
エ

リ
ア
に
多
目
的
広
場
と
し

て
五
木
源
パ
ー
ク
を
整
備

し
、東
部
エ
リ
ア
に
宿
泊
棟

等
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

利
活
用
構
想
で
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
中
央
エ
リ
ア（
元

久
領
地
区
）の
計
画
で
は「
五

木
村
の
原
風
景
を
醸
し
出
す

よ
う
な
地
区
」と
し
て
お
り
、

本
年
度
で
活
用
の
方
向
性
を

決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、国
・
県
・
村
道

の
整
備
や
砂
防
事
業
の
推
進

を
図
り
、防
災
情
報
等
の
確

実
で
ス
ム
ー
ズ
な
伝
達
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
更
新
を
終
え
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

国
・
県
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、人
口
減
少
の
抑
制
に
努

め
、村
民
の
皆
様
が
健
康
で

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と

と
も
に
、各
催
し
や
地
区
の

行
事
等
に
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
31
年

　
（
２
０
１
９
年
）４
月

　
　
　
　

五
木
村
長

和
田
拓
也

平
成
31
年
度（
２
０
１
９
年
度
）　

施
政
方
針
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むらのできごと

　五木村消防団入退団者辞令交付式が4月8日に
役場大会議室で行われました。
　本年度の入退団者は下記のとおりです。
[入団者]
＜基本団員＞
加藤大雄（本部分団）　　　　　園田幹（第1分団）
宮本颯樹（本部分団）　　　　　岩本祐誠（第3分団）
森山凌（本部分団）　　　　　　森下龍聖（第3分団）　
[退団者]
＜基本団員＞　　　　　　　　＜機能別団員＞
豊永信治（本部指導員）　　　　森屋一男（本部分団）
木野徹也（本部分団分団長）　　黒木泰典（本部分団）
早田吉臣（第1分団副分団長）　竹村文秀（本部分団）
山口亮一（第1分団班長）　　　上村栄光（第1分団）　
永里天朗（第1分団）　　　　　土屋義道（第2分団）
上村洋史（第1分団）　　　　　岩崎一郎（第3分団2部）
宮原正一（第2分団2部部長）
尾方繁之（第3分団1部部長）

　3月30日・31日で「渓流ヴィラITSUKIの内覧会」と
「森の遊び場体験イベント」が行われ、両日とも多くの
方々にお越しいただきました。
　「渓流ヴィラITSUKIの内覧会」では施設を周りなが
ら、仮山支配人より施設の説明が行われ、参加された
方々は説明を聞きながら、写真を撮られていました。
　また、「森の遊び場体験イベント」では、インストラク
ターの方の指導により、パンプトラック・ボルダリング・
スラックラインを体験していただきました。初めて体
験する方が多く苦戦していましたが、楽しそうに体験し
ていました。
　当施設のオープンは4月20日になります。多くの
方々のお越しをお待ちしております!!

スラックライン パンプトラック

ボルダリング 渓流ヴィラITSUKI 内覧会

「渓流ヴィラ ITSUKI の内覧会」と
「森の遊び場体験イベント」

結婚祝い金　贈呈式

　４月８日に役場応接室にて、結婚祝い金の贈呈式
が行われ、和田村長より坂本祐樹さん、いずみさん
夫婦に祝い金が手渡されました。
　ご結婚おめでとうございます。末永いお幸せをお
祈りします。

平成31年度
五木村消防団入退団者辞令交付式

優勝された天狗岩老人クラブのみなさん

　４月３日、五木源パーク大屋根広場において、五
木村老人クラブ連合会主催のゲートボール大会が
開催されました。当日は、鶴亀老人クラブ２チーム、
天狗岩老人クラブ１チーム、白滝老人クラブ１チー
ムの計４チームの参加のもと、日頃の練習とチーム
ワークを発揮して競技が行われました。結果は天
狗岩老人クラブが優勝し、９月に行われる球磨郡老
人クラブ連合会ゲートボール大会に、村の代表とし
て出場することとなります。

平成31年度五木村老人クラブ
連合会ゲートボール大会

　

３
月
24
日
、道
の
駅
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る「
平
成
30
年
度
全
国
高

等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会
」が
開

催
さ
れ
、全
国
１
３
１
校
か
ら
１
９
３

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
女
子
）で
、

34
・５
ｋ
ｍ
、個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
男

子
）で
、79
・
６
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で
競
わ

れ
、女
子
で
は
、内
野
艶
加
選
手（
福

岡
・
祐
誠
高
校
）、男
子
で
は
、北
宅
柊

麻
選
手（
愛
媛
・
松
山
城
南
高
校
）が
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

入
賞
者
に
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ジ
ャ
ー
ジ（
優
勝
者
）、メ
ダ
ル
、賞
状

の
他
、五
木
村
米
生
産
組
合
か
ら
五
木

産
米
、五
木
屋
本
舗
か
ら
豆
乳
手
焼
き

ド
ー
ナ
ツ
セ
ッ
ト
が
副
賞
と
し
て
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス

に
定
評
が
あ
る
五
木
村
の
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
で
す
が
、こ
の
難
コ
ー
ス

を
走
ら
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、当
日
は
多
く

の
方
が
準
備
や
選
手
の
応
援
に
駆
け

付
け
、交
通
規
制
に
も
多
く
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成３０年度
全国高等学校選抜自転車競技大会
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むらのできごと

くねぶの生産促進に向けて
五木村くねぶ生産組合設立総会

五木源パーク　美化作業

小・中学校　入学式自衛隊募集相談員　委嘱式

　２月１２日に熊本県球磨総合庁舎で人吉・球磨地
区自衛官募集相談員委嘱式が行なわれ、辻博樹さん
が本村の自衛隊募集相談員に就任しました。
　自衛官になりたい・興味がある・話を聞きたい・資
料を取り寄せたいなどの要望にお答え致します。
お気軽にご相談下さい。

　認知症について理解し、皆で支えあう地域づくりを推
進するため、東分館と共催で３月31日に開催しました。
　この訓練は、昨年の三浦地区に続き５回目となるも
のです。今回は、村で実施している「脳いきいき教室」
の講師でもある株式会社Re学の川畑智先生を講師
として、前半は認知症の基礎知識や具体的な対応や
支援などについて笑いを交えながら学び、後半はいろ
いろなタイプの認知症高齢者に扮した人を相手に、悪
戦苦闘しながらも参加者に声掛け体験をしてもらいま
した。
　参加者からは、「先生の話がわかりやすく楽しく学べ
た」「繰り返し訓練が必要」「認知症の方に対する基本
的な接し方がわかった」などという声が聞かれました。
　近い将来、５人に１人が認知症になると言われてい
ます。健診を受け、日頃の生活習慣を見直すとともに、
65歳以上の方は、村が実施している介護予防事業に
積極的に参加してください。

辻博樹さん（下段中央）

　４月 10 日に役場大会議室で、五木村くねぶ生
産組合設立総会が開催されました。
　組合は、村で特産化を進めているくねぶの生産
普及発展、情報共有を目的にくねぶ生産者で組織
されました。当日は、20 名の出席のもと、まず、
組合規約の承認及び役員の選出が行われ、組合長
に園田良治さん、副組合長に中村弘信さんが選出
されました。その後、事業計画及び予算が全会一
致で承認されました。
　今後は、くねぶ生産促進の中心組織として活動
が期待されます。

　3 月 30 日、サッカースクールの練習後に、スクー
ル生と保護者のご協力のもと、五木源パークのグ
ラウンドに年々増殖している、イシクラゲ（苔の
一種）の除去作業を行いました。日頃からお世話
になっているグラウンドに感謝の気持ちを込めて、
みんなで協力し熱心に作業を行い、グラウンドは
とてもきれいになりました。

　４月８日に五木中学校、９日には五木東小学校で、
入学式が各体育館にて行われました。
　今年の新入生は中学生 5 名（男子：１名、女子：
４名）、小学生 3 名（男子：2 名、女子：1 名）です。
　真新しく、着慣れない制服に身を包んだ中学生は、
保護者や在校生、来賓の皆様に見守られ式に臨みま

した。小学校とは少し違う環境に終始緊張した様子
でした。
　在校生等に大きな拍手で迎えられ、恥ずかしそう
に入場した小学生。先生から１人１人名前を呼ばれ
ると、元気よく大きな声で返事をしていました。　

設立総会の様子

手分けして
作業しました

多くの方に
ご協力いただきました

五木中学校

五木東小学校

新入生代表挨拶を行った米津さん

在校生より歓迎の言葉が送られました

皆で楽しく頑張ります！

　3月23日に中央保育所の卒園式が同園ホールにて
行われました。今年の卒園生は3名（男子：2名、女子：
1名）です。
　保護者、来賓の方をはじめとする多くの方々に見
守られ、和田村長より卒園証書を受け取ると、1人1
人将来の夢を発表しました。元気にたくましく成長
した園児たちの姿に保護者の目には涙が浮かんでい
ました。

　また、４月１日には、五木村中央保育所にて進級式
が行われました。進級して１つお兄さん、お姉さん
に上がる園児に村長らより、励ましと祝いの言葉が
送られました。保育所では3月・4月から、新しく3
人の新入児を迎え、23名で新しくスタートします。
風邪や病気に気をつけて、たくさんの友だちと、楽し
い毎日を過ごしてください。

五木中央保育所 卒園式 ・ 進級式

保育所卒園式

認知症になっても安心して暮らせる村づくりを目指して
「東地区認知症徘徊模擬訓練」を実施

川畑先生の講演

「どちらに行かれますか？
　 一緒に行きましょうか？」

認知症役の迫真の演技に
押されながらも声掛け訓練中
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保健だより Itsuki VillageNews

５
月
11
日
〜
20
日
は
、
春
の
交
通
安
全
期
間
で
す
。

森
と
渓
流
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
ス
テ
イ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　
3
月
31
日
付
で
定
年
退
職
い
た

し
ま
し
た
。
役
場
入
職
以
来
、40
年

間
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、先
輩
方
の
ご
指
導
な
ら
び

に
村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
退
職
後
は
、健
康
に
留
意
し
、山

の
手
入
れ
を
し
な
が
ら
、地
域
の
一

員
と
し
て
第
二
の
人
生
を
歩
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
1
年
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た

が
、県
の
駐
在
保
健
師
と
し
て
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

　
当
初
は
、初
め
て
の
土
地
と
慣

れ
な
い
業
務
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、 

家
族
の
よ
う
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
可
愛

が
っ
て
い
た
だ
き
、 

毎
日
五
木
に
通

う
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。 

　
今
後
は
人
吉
保
健
所
か
ら
み
な

さ
ん
の
健
康
支
援
が
で
き
る
よ
う

精
一
杯
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
1
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
春
に
五
木
村
に
来
て
協
力
隊

と
な
り
、他
の
協
力
隊
員
や
村
民
の
皆
様

に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、空
き
家
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、も
の
づ
く
り
団
体

の
支
援
を
行
い
、移
住・
定
住
の
促
進
に

繋
が
れ
ば
と
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！
と
い
う
時
に
村
を
離

れ
る
こ
と
が
大
変
心
苦
し
い
の
で
す
が
、

任
期
満
了
と
い
う
こ
と
で
退
任
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
し
か
し
、五
木
村
で
の
活
動
は
継
続

し
、こ
れ
ま
で
助
け
て
頂
い
た
方
々
へ
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

　
1
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

総務課　課長

下
しもうち

内　泰
やすおみ

臣

保健師（県派遣）

田
た じ ま

嶋　佳
よ し の

乃

地域おこし協力隊

小
こ は ま

濱　光
みつとき

時

5月号

各会場の曜日が変わりました!!
　今年度もげんぞう会を各会場で実施しておりますが、1 点ご注意いただ
きたいことがあります！昨年度と曜日が変更となっています。
　昨年度は火曜日に三浦・下梶原・宮園・平沢津地区、木曜日に頭地・瀬目・
小鶴・平瀬地区で実施していましたが、今年度（2019 年度）は

　★火曜日：頭地・瀬目・小鶴・平瀬地区

　★木曜日：三浦・下梶原・宮園・平沢津地区
となります。なお、時間の変更はありません。

対象　６５歳以上の要介護状態でない方
内容　・血圧、脈拍、体重測定　・健康相談　
　　　・からだほぐし体操　・筋力トレーニング　　
　　　・レクリエーション　

★社協による送迎もありますので、送迎をご希望の方は保健福祉課へ
　お気軽にご相談ください。

五
木
村
職
員
人
事
異
動（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
）

新
職
名

氏
名（
旧
職
名
）

総
　
務
　
課

課
　
　
長

森
田　

広
信（

ふ
る
さ
と
振
興
課
長
）

ふ
る
さ
と
振
興
課

課
　
　
長

竹
村　

文
秀 

（
建
設
課
長
）

建
　
設
　
課

課
　
　
長

北
原　

仁
司

（
教
育
委
員
会
課
長
／
　
　
　
　
　

歴
史
文
化
交
流
館
長
）

教
育
委
員
会

課
長
兼

歴
史
文
化

交
流
館
長

木
野　

徹
也

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
長
　
　
　

兼
社
会
教
育
係
長
）

社
会
教
育

審
議
員

黒
木　

一
秀 

（
総
務
審
議
員
）

※
再
任
用

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

平
成
31
年
3
月
31
日
付

げんぞう会　　　　　のお知らせ介 護 予 防 教 室

場所 頭地 小鶴 宮園 三浦

期日
７日（火） １４日（火） １６日（木） ９日（木）

２１日（火） ２８日（火） ３０日（木） ２３日（木）

時間 開始時間：午前１０：００　（午前９：３０から受付開始）

場所 瀬目 平瀬 平沢津 下梶原

期日
７日（火） １４日（火） １６日（木） ９日（木）

２１日（火） ２８日（火） ３０日（木） ２３日（木）

時間 開始時間：午後１：４５　 （午後１：１５から受付開始）

【5月の日程表】
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保健だより 5月号村からのお知らせ Itsuki VillageNews

５
月
11
日
〜
20
日
は
、
春
の
交
通
安
全
期
間
で
す
。

森
と
渓
流
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
ス
テ
イ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

期日▶5月10日（金）
乳幼児健診のお知らせ

健　診 受付時間（午後） 場所 対象者

乳幼児健診 1：30〜2：00 保健センター 3・6・10ケ月、1歳2ケ月、
1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは健診を中止する場合があります。その際は対象者の方に個別に日程を通知します。

こころの健康相談

専門医の受診が難しい方、ぜひ、この機会を利用してみませんか？
熊本県人吉保健所　精神保健相談

完全予約制です。事前に保健所担当まで連絡してください。

相談日

専門の医師が相談を受けます。

人吉保健所保健予防課　TEL 22 － 5289お問い合わせ先

～今年度の『脳いきいき教室』が始まります～
　お待たせしました！今年度も理学療法士の川畑智先生を講師に週 1 回「脳いきいき教
室」を開催します。初回は 5 月 8 日（水）です。初めての方の参加や見学も大歓迎です。
　ぜひ、一緒に楽しく頭の体操をしましょう。
 会　場
　・五木村保健福祉総合センター ２階　　・宮園交流館　２階（エレベーターあり）
 日　時

 対　象
　65 歳以上の要介護状態でない方
 内　容
　・ニュースの振り返り　・カードゲーム　　
　・パズル　・計算　など
※日によって内容は変わります。
★社協による送迎もしておりますので、興味のある方は
　ぜひ保健福祉課へお気軽にご相談ください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

（総合診療科） 
堤

（外　科） 
下川

（総合診療科） 
田浦

（血液内科） 
樅田

（総合診療科） 
堤

（外　科） 
下川

（総合診療科） 
田浦

（代謝内分泌内科） 
大礒

（総合診療科） 
堤

（外　科） 
下川

（総合診療科） 
田浦

（血液内科） 
樅田

（総合診療科） 
堤

（外　科） 
下川

（総合診療科） 
田浦

（代謝内分泌内科） 
大礒

※都合により担当医師が変更となる場合もあります。6月

人吉医療センター〔予約センター〕月曜日～金曜日・午前 9 時～午後 5 時
【予約時】TEL 22−1900　　【救急時】TEL 22−2191

（TEL 37−2008　IP：2008）

〈診療所を受診される方へ〉
待ち時間を少なくするため、予約受付を行っています。医師は、患者搬送のために救急車に同乗したり、
往診の為不在の場合があります。受診される場合は、必ず予約してお越しください。

21 22

29

2019181716

7 8632 54

14 15139 121110

Itsuki VillageNews

01 診療所担当医師予定表

平成31年
2月診療分

件数 保険者（五木村）負担額 前月比
入　　院 13 11,077,794 円 +87.61％
外　　来 252 2,716,251 円 +23.41％
調　　剤 107 944,674 円 +18.50％

食事・生活療養費 13 284,560 円 +54.07％
その他療養費 4 6,594 円 −35.39％

合　　計 389 15,029,873 円 +65.20％

2 月末国保被保険者数 １人当たり保険者負担額（月額） 前月比
225 人 66,799 円 +65.94％

今月の医療費は先月に比べ大きく増加しています。全体的に増額となっていますが、入院費の増加が特に大きい
です。入院費の増減が医療費の増減に直結しているような状態です。長期入院や複数回の手術とならないよう
に、早期治療に努めてください。季節も変わり、大分暖かくなってきました。軽い運動など行い、健康づくりに努
めましょう。

Itsuki VillageNews

02 国民健康保険医療費の状況

26 27 28252423/30

1

脳いきいき教室やげんぞう会に関するご相談・お問い合わせは
「保健福祉課」（電話：37－2214、IP：2214）までお願いします。

・令和元年5月9日（木） 午後2時～3時 ▶ 場所：人吉保健所（球磨地域振興局２階）
・令和元年5月24日（金） 午後2時～3時 ▶ 場所：多良木町多目的研修センター1階中会議室

期　日 ８日（水）、１５日（水）、２２日（水）、２９日（水）
場　所 保健センター 宮園交流館

時　間
受付（午前）　９：３０ 受付（午後）　１：００
開始（午前）１０：００ 開始（午後）　１：３０
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Itsuki VillageNews村からのお知らせ

５月の人吉市の休日当番医
Itsuki VillageNews

04

Itsuki VillageNews

03６月の球磨郡の休日当番医

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認して受診してください。
日付 曜日 医療機関 電話番号 小児科医療機関 電話番号

２日 日
増田耳鼻咽喉科クリニック 45-8001

公立多良木病院小児科 42-2560
岩井クリニック 49-2181

９日 日
東病院 45-5711

人吉医療センター小児科 22-2191
権頭医院 36-0008

１６日 日
犬童耳鼻咽喉科 43-0777

増田クリニック小児科 22-3570
高田内科医院 38-3677

２３日 日
こんどう整形外科 45-6555

たかはし小児科内科医院 24-2222
田中医院 38-0061

３０日 日
犬童内科胃腸科医院 45-1125

やまむら医院 45-0005
深水内科医院 38-3221

日付 曜日 医療機関 電話番号

1 日 水
豊永耳鼻咽喉科医院 22-2031

ひとよし内科 24-1211
増田クリニック小児科 22-3570

2 日 木 浜田医院 22-3415
人吉皮膚科医院 22-6211

3 日 金
たかはし小児科内科医院 24-2222

外山胃腸病院 22-3221
人吉中央温泉病院 24-2854

4 日 土 平井整形外科リハビリテーションクリニック 24-8213
万江病院 22-2357

5 日 日
愛甲産婦人科麻酔科医 24-4020
増田クリニック小児科 22-3570

光永医院 22-2366

6 日 月
堤病院附属九日町診療所 22-2251

みなみ眼科 22-6820

12 日 日
人吉医療センター 22-2191
三浦整形外科医院 22-3401

みのだ内科循環器科 28-3111

19 日 日
たかはし小児科内科医院 24-2222

外山内科 22-2003
吉村皮ふ科医院 22-7555

26 日 日 人吉リハビリテーション病院 24-6111
みのる診療所 24-7258

当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認して受診してください。

※ 5月の球磨郡医師会休日当番医については先月の広報を確認してください。
 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

森
と
渓
流
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
ス
テ
イ
が
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ー
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５
月
11
日
〜
20
日
は
、
春
の
交
通
安
全
期
間
で
す
。

　役場保健福祉課では、年齢65歳以上の方や、下肢に障がいがある方を対象
に電動カートを貸し出しています。
　利用料金は月額￥2,000ですが、貸出決定後の2ヶ月間は利用料が「無料」
です。買い物や、地区の集まり、お友達宅への訪問な
ど、幅広く活用できます。電動カートをそのための「道
具」「手段」としてご活用ください。
　詳しくは役場保健福祉課福祉係までお問い合わせ
ください。

＜主　催＞人吉・球磨生活支援ネットワーク     
（「人吉・球磨生活支援ネットワーク」は、人吉球磨地域の自治体と社会福祉協議会の相談担当者で構成する任意の団体です。）

＜協　力＞熊本県、熊本県弁護士会、熊本県司法書士会、熊本県青年司法書士会

相続、借金問題、土地家屋などの
日常生活に関わる心配ごとについて、

ひとりで悩まず、ご相談ください。

臨床心理士による
「こころの健康相談」も

あります。

Itsuki VillageNews

05
人吉球磨地域にお住まいの全ての方を対象とした
心配ごと・無料法律相談会
受付時間：午後１時～午後３時 （予約不要ですが、予約があれば優先します）

Itsuki VillageNews

06 電動カート利用のご案内

№ 月 地　域 開催日 場　　所 お問合せ先

1 ５月 錦　町 　５月１７日（金） 錦町保健センター
錦町 住民福祉課

０９６６－３８－１１１２

2 ６月 相良村 　６月２７日（木） 相良村ふれあいセンター
（相良村役場横）

相良村　総務課
０９６６－３５－０２１１

3 ７月 山江村 　７月２５日（木） 山江村農村環境改善センター
山江村 健康福祉課

０９６６－２３－３９７８

4 ８月 五木村 　８月１６日（金） 五木村保健福祉総合センター
五木村　保健福祉課

０９６６－３７－２２１４

5 ９月 多良木町 　９月１２日（木） 多良木町多目的研修センター
多良木町 消費者相談窓口

０９６６－４２－１２６８

6 １１月 湯前町 １１月１４日（木） 湯前町保健センター
湯前町保健センター

０９６６－４３－４１１２

7 １月 あさぎり町 　１月１６日（木） ポッポー館（あさぎり町商工
コミュニティセンター）

あさぎり町 商工観光課
０９６６－４９－９２１１

8 ２月 水上村 　２月　６日（木） 水上村保健センター
水上村 総務課

０９６６－４４－０３１１

9 ３月 球磨村 　３月１２日（木） 球磨村コミュニティセンター 
「清流館」

球磨村　住民福祉課
０９６６ー３２－１１１２

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先
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教職員の異動のお知らせ

診療所医師（所長）　離任と着任のお知らせ

　一般家庭から排出される生ごみの減量化及び資源化対策の一つとして生ごみ処理
機などへの補助を実施しています。
　補助内容

　【電動式生ごみ処理機】
補助額：購入額の２/３（上限４０，０００円まで）
一世帯当たり１基まで
　【非電動式生ごみ処理容器(コンポスト)】
補助額：購入額の２/３（上限７，０００円まで）
一世帯当たり２基まで

　このメッセージは、五木村国保の2017年度の特定健診等の実施率が78.4％と924
町村中、全国２位だったことから、その努力に対して届けられたものです。
　健診は健康づくりの第一歩です。今後も、保健福祉課では、更なる受診率の向上と
ともに、村民の皆様の健康の保持増進に努めてまいりますので、ご協力お願いします。

・小園　貴寛（教頭）→あさぎり町教育委員会
・髙木　真一（教諭）→阿蘇市立一の宮小学校
・藤原　浩子（教諭）→球磨村立渡小学校
・東　起三子（教諭）→水俣市立第二小学校
・永里　有希（特別支援教育支援員）→退職

　　　　　
・日當　健二（教頭）→球磨教育事務所
・谷川　文公（教諭）→定年退職
・松川　奈央（教諭）→多良木町立多良木中学校

4月 1日付で、教職員の異動がありましたのでお知らせします。

・長谷　典昭（教頭）←人吉市立東間小学校
・西田　真澄（教諭）←菊陽町立武蔵ヶ丘北小学校
・髙岡　行利（講師）←多良木町立久米小学校
・永里　有希（講師）←新規採用
・東　友美（特別支援教育支援員）←新規採用

・村本雄一郎（教頭）←熊本県教育委員会義務教育課
・藤原　俊也（教諭）←あさぎり町立あさぎり中学校
・谷川　文公（講師）←五木村立五木中学校

▼ 転入
五木東小学校

五木中学校

▼ 転出
五木東小学校

五木中学校

堤先生から着任のあいさつ
　みなさんこんにちは。4
月から五木村診療所所長と
して赴任しました堤龍子と
申します。3月まで公立多
良木病院で勤務していまし
た。専門は総合診療科です。
皆さんが健康に暮らせるよ
うに、より良い医療を提供
しながら、患者さん、地域全
体を診ることができる「総
合診療医」となれるよう、こ
れからも日々研鑽を積んで
いきたいと思います。まだまだ若輩者で至らない点
も多々あるかと思いますが、これからどうぞよろし
くお願いいたします。

永田先生から異動のあいさつ
　みなさんこんにちは。昨年
10月より五木診療所所長とし
て勤務しておりました永田洋
介です。五木村での思い出は
多く日常診療に加え、村の駅
伝大会に救護班として参加し
たりと多くの経験をさせて頂
きました。４月の人事異動で
そよう病院での勤務となりま
したが、また時間がある際は
五木村を訪れようと思ってい
ます。お見かけした際はお気
軽にお声かけ頂けると嬉しい
です。半年間ありがとうござ
いました。

五木村診療所
所長 永田　洋介

五木村診療所
所長 堤

つつみ

　龍
りん こ

子

離任 着任
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生ごみ処理機などへの補助を実施しています

厚生労働大臣からの「メッセージ」

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先
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消費税軽減税率対応レジの導入・改修の支援について

特設人権相談所を開設します！
～「人権擁護委員の日」をご存じですか？～

年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合も
ありますので、必ず予約をしてください。

場　所 期　日 相談時間

人吉市東西コミュニティセンター 13日（月）・20日（月）
27日（月） 　午前 9 時〜

　　　午後 5 時錦町社会福祉協議会（温泉センター） 15日（水）・29日（水）
多良木町役場  8日（水）・22日（水）

【問い合わせ先・予約先】　 八代年金事務所　お客様相談室　TEL 0965－35－6123
　　　　　　　　　　　　五木村役場　住民税務課　　　　TEL 37－2213

〜国民年金保険料は納付期限までに納めましょう〜

〜産前産後期間の国民年金保険料が免除となります！〜

　平成31年4月分から令和2年3月分までの国民年金保険料は、月額16,410円です。保険料は、

日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納める

ことができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、

そして便利でお得な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電

話、文書、訪問により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに

納付がない場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産が差し押さ

えられることがありますので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度があり

ますので、市区役所・町村役場の国民年金窓口へご相談するようお願いします。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

○免除期間
　�出産予定日又は出産日が属する月の前月から4か月間(以下「産前産後期間」といいます。)

の国民年金保険料が免除されます。

　�なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する月の3か月前から6か月間の国民

年金保険料が免除されます。

○対象者
　「国民年金第1号被保険者」で出産日が平成31年2月1日以降の方

○届出時期
　出産予定日の6か月前から届出可能ですので、速やかに届出ください。

○届出先
　お住まいの市(区)役所または町村役場の国民年金担当窓口

　五木村では、消費税軽減税率対応のためのレジ導入・改修の国補助金とは別に、村独自
の自己負担分に対する補助を行います。

　6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　全国人権擁護委員連合会では、毎年6月1日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中
心として特設の人権相談所を開設するなど、一層の人権尊重思想の普及・高揚に努めること
としております。
　本村では、下記の日程で特設人権相談所を開設します。当日は、法務大臣から委嘱を受
けた人権擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご
相談ください。

　日　時　 ６月３日（月）　午前１０時～午後３時

　場　所　 五木村役場　２階　監査室

　人権擁護委員　 辻　篤子　委員 ・ 吉松　ひとみ　委員

　補助対象者
・�消費税軽減税率制度（複数税率）への対応が必要となる小売業者等であって複数税率
対応レジの導入等が必要となる事業者
・�五木村内で事業を行う個人又は法人であり、五木村商工会の会員及びその他村長が認
めた者

　補助対象事業　
・複数税率対応レジの導入又は複数税率非対応レジの対応レジへの改修等
・�補助事業の対象となるレジ等については、五木村内の小売業者等の事業所に設置し使
用するものに限る。

　補助率
・�機器設置に要する経費から国の補助金を差し引いた額の４分の３以内で。

　補助金の申請先
・五木村役場ふるさと振興課まで
本補助金制度の申請・詳細については、下記までお問い合わせください。

ふるさと振興課　TEL：３７－２２１２
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国保資格異動の手続きについて

平成31年度のげんぞう会を担当する保健師が
4人体制に変更になります

≪国民健康保険資格異動の手続きについて≫
　　国民健康保険に加入・離脱される場合は役場の窓口での手続きが必要です。
　手続きは就職、退職、転出等で保険者が変わってから14日以内に行ってください。
　他の健康保険に加入された日以降は、国民健康保険証は使えません。

　げんぞう会は、今年度から熊本県の4人の保健師がそれぞれ地区を担当して実施します。
　参加者の皆様には戸惑いもあると思いますが、４人の保健師さんたちは、五木村のために
やる気満々ですので、積極的な参加と応援をよろしくお願いします。

※個人番号は届出書の記載に必要です。

手続きが必要な場合 必要なもの

国
保
入
る
と
き

転入してきたとき 印鑑、異動者全員の個人番号

他の健康保険をやめるとき 資格の喪失又は退職日がわかる書類、印鑑、
異動者全員の個人番号

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑、個人番号

子供が生まれたとき 印鑑、個人番号

国
保
を
や
め
る
と
き

転出するとき 保険証、印鑑、異動者全員の個人番号

他の健康保険に加入したとき 保険証、印鑑、異動者全員の個人番号

生活保護を受けたとき 保護開始決定通知書、印鑑、個人番号

死亡されたとき 保険証、印鑑、個人番号

そ
の
他

住所、世帯主、氏名が変わったとき 保険証、印鑑、個人番号

保険証をなくしたとき 印鑑、個人番号

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

総務課　TEL 37－2211　IP：2211お問い合わせ先

宮
み や た

田 絵
え み

美
保健師

三浦・下梶原担当

田
た じ ま

嶋 佳
よ し の

乃
保健師

宮園・平沢津担当

和
わ だ

田　幸
みゆき

保健師
小鶴・平瀬担当

宮
みやはら

原 幸
さ ち え

枝
保健師

瀬目・頭地担当
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平成31年4月からコミュニティバスの増便と
リレーバスの導入を行いました

　平成３１年４月から路線バスの一部区間（頭地から内谷方面及
び頭地から宮園方面）の廃止に伴い、コミュニティバスの増便とリ
レーバスの導入を行いました。
　内谷方面は、従来のコミュニティバスの便数を増便し、宮園方面
は、従来のコミュニティバスと合わせて新たに「※リレーバス」を導
入しております。

　平日は、コミュニティバス・リレーバスが運行しますの
で、事前に配布しました「運行時刻表」を参考にご利用
ください。
　また、各乗り場に停留場の看板を設けております
が、沿線上で手を挙げてもらえば、その場で乗車もでき
ますので、お気軽にご乗車ください。

※リレーバスとは
人吉～頭地間を結ぶ、産交バスと連携した新しく導入
されたコミュニティバスのことです。

Itsuki VillageNews

17
くまもと林業大学校入校式が開催され五木村に
県南校が開校

　４月１２日に熊本県庁で、「くまもと林業大学校」の入校式が行われ、第１期生となる今
年度の入校者は１７名で内６名が五木村を拠点とする県南校へ入校されました。
　入校式では蒲島県知事の告辞や和田五木村長の祝辞などで入校者への労いや第１期生
としての期待などが述べられました。
　また４月１５日には、６名の入校者が五木村役場に初登校し県南校が開校され、入校者
や関係者によって熊本県が作成した檜の学校看板が設置されました。

県庁で挙行された「くまもと林業大学校」入校式

今回導入されたリレーバスと運転手の
岡本洋一さん（高野）

６名の入校者で県南校が開校
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る
就
業
環
境
を
害
す

る
行
為
（
嫌
が
ら
せ
・
取
得
さ

せ
な
い
等
）
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
）

　

な
お
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の

法
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
下
記

あ
て
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
９
６-

３
５
２-

３
８
６
５

　

熊
本
県
西
区
春
日
２-

10-

１　

　

熊
本
地
方
合
同
庁
舎
Ａ
棟
９
Ｆ

【
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所

有
さ
れ
て
い
る
村
民
の
方
へ
】

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が
熊

本
県
よ
り
５
月
初
旬
頃
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

納
期
限
の
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
、

お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
球
磨
地

域
振
興
局
（
人
吉
市
）
、
熊
本
県

県
南
広
域
本
部
（
八
代
市
）
、
熊

本
県
自
動
車
税
事
務
所
（
熊
本
市

東
区
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
納
付
も
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
県
南
広
域
本
部 

収
税
課

　

☎
０
９
６
５-

３
３-

３
２
３
６

・
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
９
６-

３
６
８-

４
０
２
０

　

犬
や
猫
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う

と
い
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
に
責

任
を
持
つ
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域

や
周
囲
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
飼
い
主

の
義
務
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
は
、
世
話

や
し
つ
け
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に
で

き
る
か
、
経
済
的
負
担
や
家
庭
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
最
期
ま
で

責
任
を
持
っ
て
飼
育
が
で
き
る
か

な
ど
の
点
を
し
っ
か
り
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
吉
保
健
所

　

☎
２
２-

３
１
０
８

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に

基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要

な
統
計
で
す
。　

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　

調
査
時
点
は
、
２
０
１
９
年
６

月
１
日
㈯
で
す
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
統
計
調
査
課

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
１
７
７

　

こ
の
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国

す
べ
て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を

 

お
知
ら
せ

〝
２
０
１
９
年
工
業
統
計
調

査
〟を
実
施
し
ま
す
！

「
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調

査
」を
実
施
し
ま
す

自
動
車
税
の
納
付
は
５
月

31
日
㈮
ま
で
に

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
考
え

る
こ
と

介
護
休
業
制
度
や
介
護
休

暇
に
つ
い
て

工
業
統
計
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ウ
ち
ゃ
ん

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村

村からのお知らせ

５
月
11
日
〜
20
日
は
、
春
の
交
通
安
全
期
間
で
す
。

森
と
渓
流
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
ス
テ
イ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

Itsuki VillageNews

18補助金・助成金を活用しませんか？

対象事業 補助対象経費 補助率 備考

空き家
清　掃
助成金

空き家バンクに登録する物件（※
1）の清掃に要する経費

１物件につき100,000円
を上限

※1
次の条件を全て満たす物件
・居住面積が20㎡以上
・築年数又は全面改修後、30
年未満
・電気、ガス、水道が利用可能

人材育成
事　　業
助 成 金

本村の産業、経済、教育、文化及び
スポーツの振興、福祉の増進並び
に国際文化時代に対応するため
の、国内、海外の研修に要する経費

80％以内
・対象者は、村内に在住する
満18歳以上の者

（学生は除く）

中小企業
人材育成
支援事業
助 成 金

事業主の負担に係る講習会等の受
講及び資格取得に要した経費

1/2
・上限500,000円
・同一年度内における同一
事業主に対する助成金の
合計額500,000円以内

・村外在住者も対象となりま
した。

地域づく
り活動支
援助成金

地域づくり活動に係る経費
・各地区100,000円以内
・団体200,000円以内

雇用維持
奨 励 金

休業手当相当額から国の助成金の
支給決定額を減じて得た事業主負
担分

事業主負担分全額
・対象は、国の雇用調整助成
金支給決定を受けた村内の
事業所

商工振興
補 助 金

準備支援にかかるもの
（ソフト事業）※新たな起業や既設
施設等の規模拡大などを検討する
ための経費

2/3以内
上限1,000,000円

・対象地域は、村内
・対象者は、五木村商工会会
員及び加入予定者
・経営支援プログラムの申請
書添付

施設整備にかかるもの
（ハード事業）※新たな起業や既設
施設等の規模拡大などの施設整備
を行うための経費

1/2以内
（一般）上限1,000,000円
（新規雇用創出）上限につ
いては、お問合せ下さい

・対象地域は、村内
・対象者は、五木村商工会会
員及び加入予定者
・経営支援プログラムの申請
書添付

雇用支援にかかるもの
※新規雇用者を1名以上採用した
場合

1人につき600,000円
・村内居住者が対象
・雇用期間は2年以上

軽減税率
対応レジ
導 入 等
補 助 金

消費税軽減税率制度（複数税率）へ
の対応可能レジの導入・改修に要
する経費

国の補助金を差し引いた
自己負担分3/4を補助。

・対象地域は、村内
・対象者は、村内事業者

詳しくは、ふるさと振興課にお尋ねください。

※補助金・助成金を希望する人は、必ず事前にふるさと振興課までご連絡ください。

 ふるさと振興課　TEL 37－2212お問い合わせ先
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INFORMATION

●
一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
目
）

　

18
歳
か
ら
33
歳
未
満
の
方

　

（
中
卒
可
）

・
受
付

　

�

２
０
１
９
年
３
月
１
日
㈮
～
同

年
５
月
15
日
㈬

・
試
験
日

　

（
一
次
）
５
月
25
日
㈯

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

　

18
歳
か
ら
33
歳
未
満
の
方

　

（
中
卒
可
）

・
受
付

　

年
間
を
通
じ
て
受
付

　

（
常
時
受
付
）

・
試
験
日

　

�

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
人

吉
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

人
吉
地
域
事
務
所

　

☎
２
２-

４
７
０
４

■
試
験
の
種
類

①�

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
、
免

許
資
格
職
）

②�

県
職
員
（
民
間
企
業
等
経
験
者

対
象
）

③
警
察
官
（
警
察
官
Ａ
）

■
申
込
受
付
締
切

　

①
～
②
５
月
10
日
㈮

　

（
当
日
消
印
有
効
）

　

③
５
月
31
日
㈮

　

（
当
日
消
印
有
効
）

■
第
１
次
試
験
日

　

①
～
②
６
月
23
日
㈰

※
①
～
②
は
東
京
会
場
も
あ
り
ま
す
。

　

③
７
月
14
日
㈰

※�

募
集
職
種
や
受
験
資
格
、
受
験

申
込
書
の
配
布
場
所
な
ど
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本

県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
７
３
３

熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド　

検
索

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青

少
年
（
日
本
人
・
外
国
人
）
が
、

キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富
士
登
山
な
ど

の
野
外
活
動
を
と
も
に
し
な
が
ら

友
情
を
深
め
、
様
々
な
体
験
を
通

し
て
、
「
新
し
い
仲
間
と
の
出
会

い
」
の
楽
し
さ
や
、
友
だ
ち
と
協

力
し
助
け
合
う
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

①�

期
間
：
7
月
30
日
㈫
～
8
月
3

日
㈯
4
泊
5
日

②�

場
所
：
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー

③�

定
員
：
日
本
人
80
名
・
外
国
人

20
名

④�
対
象
：
小
学
３
年
生
～
小
学
６

年
生

⑤�

内
容
：
富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生

活
体
験
、
野
外
炊
飯
体
験
、
ワ

イ
ド
ゲ
ー
ム
、
星
空
観
察
な
ど

⑥
締
切
：
７
月
５
日
㈮

⑦�

参
加
費
：
本
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

　

M
ail

：info@
kskk.or.jp

　

〒
１
４
１-

０
０
３
１

　

 

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７

-

15-

４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

　

今
年
、
熊
本
で
開
催
さ
れ
る

「
２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会
」
の
運
営
・
語

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
世
界
大
会
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！

■
応
募
概
要

○
応
募
期
間

　

６
月
30
日
㈰
ま
で

○
活
動
期
間

　

11
月
末
～
12
月
15
日
頃

○
活
動
内
容

　

�
会
場
運
営
、
案
内
、
語
学
で
の

観
客
対
応
な
ど

詳
し
く
は
、

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

で
検
索
！

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進

　

事
務
局

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
５
５
８

　

県
や
市
町
村
な
ど
で
構
成
す
る

「
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機

構
」
で
は
、
設
立
10
周
年
を
記
念

し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
中
で
す
。
公
共
用
地

で
の
花
植
え
活
動
な
ど
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構

（
県
都
市
計
画
課
内
）　

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
５
２
２

自
衛
官
募
集

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す

第
40
回
青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ　

参
加
者
募
集

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

 

募
集

「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
」募
集
中
！

森
と
渓
流
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
ス
テ
イ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

５
月
11
日
〜
20
日
は
、
春
の
交
通
安
全
期
間
で
す
。

様々なSNSで五木村の魅力を発信しています!

Instagram

Twitter

Facebook

五木村 情報発信

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1天皇の即位の日 2国民の休日 3憲法記念日 4みどりの日

コミュニティバス
運休日

5こどもの日 6振替休日 7 8 9 10 11
・し尿汲み取り

12 13 14 15 16 17 18
・郡民体育祭
 （ゲートボール）
・ シルバー人材セン

ター定期総会　　
設立10周年式典

19 20 21 22 23 24 25
・ 保小中高合同　　

運動会
・郡民体育祭
 （グラウンド・ゴルフ）

・し尿汲み取り ・ 五木村自衛隊家族会
総会

・郡民体育祭（ゴルフ）

26 27 28 29 30 31 6/1
・ 分館スポーツ大会 ・区長会

主な行事等の詳細は五木村ホームページまで！
http://www.vill.itsuki.lg.jp

５月 の行事予定 自然が奏でる子守唄の里 五木村

★新年度が始まり、今年度も広報を担当させてい
ただくことになりました。僕が広報担当になり、は
や半年が経ちます。もっと皆さんが見やすく、見
たくなる広報誌を作成できるよう、もっと勉強して
いきたいと思います。多くの行事等で現場に出
向くと思いますので、見かけたら気軽に声を掛け
てください!
★先日、サッカースクールの美化作業に参加しま
した。除去したイシクラゲというものは、グニャグ
ニャしており、とても臭いが強烈なものでした。し
かし、調べてみるとイシクラゲは食べられるそうで
す。食べたいとは思いませんが。笑
　スクール生をはじめ、多くの保護者の方々にも
ご協力いただいて作業をすることができ、とても
綺麗になったと思います。

（颯樹）

編集後記

狂犬病予防注射

23 22広報いつき５月号2019.5Itsuki Village Public Relations   2019.5



発
行

日
／

令
和

元
年

５
月

1
日

発
行

／
五

木
村

役
場

編
　

集
／

総
務

課
　

印
刷

／
ソ

ー
ゴ

ー
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

〒
868-0201　 　熊

本
県

球
磨

郡
五

木
村

甲
2672-7　

TEL0966-37-2211　
FAX0966-37-2215

ホームページアドレス　http://w
w

w
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戸
籍
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窓
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転入 転出 出生 死亡

男 0 4 1 0

女 2 3 0 1

計 2 7 1 1
（増減 -5）

人　口 1,087人
世帯数 496世帯

3月 16日～ 4月 15 日　届出分

【おくやみ】
【ご誕生】

【ご成婚】

該当者はありません

新しいカフェがオープンしました !!

　4月1日より、白滝公園（小鶴地区）の道向かいに新しく「CAFEみなもと」が

オープンしました!!　

　とてもリラックスできる空間の中で、五木の素材を生かした料理を思う存分

楽しむことができます。

　是非、一度足を運んでみてはいかがですか？

〇営業時間：午前10時〜午後6時（ランチは11:00〜15:00）

〇定休日：毎週木曜日

〇TEL：0966－37－7810

〔お詫びと訂正〕　広報いつき 4 月号に一部記載誤りがありました。お詫び申し上げるとともに修正いたします。
　　　　　　　　誤）NTT 西本提供によるライブ映像配信の様子（P3　写真のキャプション）→ 正）NTT 西日本提供によるライブ映像配信の様子


